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れるものがLf'.呪 していることの数学的説明が､1975年 に発表された し卜York(!の淀確であ
る[1]｡この定理はこうした現象をうま く説PJ.7したものとイ言じられ､ ｢カオス｣ というこ
とばがそれ に用いられるようにな り､カオスの研究が爆発的になされるよ うになった｡
しかし､すでに翌1976年 にはM.B.Nal二hansoIJがtL卜Yorkcの縫甥に丑場す る非-rJT許な








によって定義される区間[0,1]上の連続関数とすると､ ･flよ周期 3をもつ (したがって､
Li-Yorkeの意味でのカオスが発生 している)が､この区間のほとんどすべての点は､ p周




と信 じられ るよ うな状況 になっている ([4]ほか)け表題の H.トYorkeカオスは見えるか
?Jは､Sの測度が0な らばそのカオスは物瑚的には観測されないのではないか､という
ことである｡
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